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「
觀
譽
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
○
六

觀
譽
上
人

―

願
誉
玄
舟

│

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
六
九
・
明
治
二
頃

桜
区
宿

観
音
寺

和
文

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
観
音
寺
十
四
世
住
職
観
誉
上
人
の
筆
子
塚
で
、
十
六
世
住
職
の
玄
舟
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
。

一
番
下
の
台
座
正
面
に
「
筆
子
連
盟
」
と
あ
り
、
左
右
面
に
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
中
台
座
の
上

に
碑
銘
が
記
さ
れ
た
四
角
柱
の
墓
石
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
蓮
花
座
を
は
い
た
卵
塔
墓
。

碑
記
に
年
月
日
を
記
さ
な
い
が
、
觀
譽
の
逝
去
が
明
治
二
年
な
の
で
、
そ
の
年
の
も
の
と
し
た
。

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

＊
現
在
、
左
側
面
は
表
面
に
剥
落
摩
滅
が
あ
り
、
五
行
目
中
程
は
判
読
で
き
な
い
。

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額

上

觀
譽

人

◎
碑
記

（
左
側
面
）
：
五
行
目
現
在
判
読
で
き
ず
、
「
埼
玉
県
教
育
史
近
世
文
集
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
部
分
に
傍

線
を
引
い
た
。
◆
◇
◇
部
分
は
、
「
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
」
で
も
三
文
字
分
を
判
読
不
能
と
し
て
、

空
格
を
充
て
て
い
る
。

觀
譽
上
人
ハ
西
京
之
産
也
天
保
八
丁

酉
年
当
寺
ニ
住
ス
三
十
餘
年
十
四
世

ト
称
ス
后
慶
應
二
丙
寅
年
故

有
テ
小
室
ノ
里
願
生
寺
ニ
転
主
シ

廿
三
世
ト
◆
◇
◇
ナ
ラ
ス
而
明

治
二
己
巳
年
六
月
廿
三
日
寂
シ

彼
地
ニ
埋
葬
ス

于
時
歳
六
十
一

（
右
側
面
）

觀
譽
附
弟

當
寺
十
六
世

願
譽
玄
舟

＊
文
字
の
補
足

◆

判
読
で
き
な
い
が
、「
称
ス
」
で
は
な
い
か
。
訳
注
で
は
こ
れ
を
用
い
た
。

◇
◇

判
読
で
き
な
い
が
、
前
後
か
ら
推
し
て
「
幾
何
」
で
は
な
い
か
。
訳
注
で
は
、
こ
れ
を
用
い
た
。

■
訳
注

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

觀
譽
上
人
ハ
、
西
京
之
産
也
。
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天
保
八
丁
酉
年
、
当
寺
ニ
住
ス
。

三
十
餘
年
十
四
世
ト
称
ス
。

后
慶
應
二
丙
寅
年
、
故
有
テ
小
室
ノ
里
願
生
寺
ニ
転
主
シ
、
廿
三
世
ト
称
ス
。

幾

何
ナ
ラ
ス
而
明
治
二
己
巳
年
六
月
廿
三
日
、
寂
シ
、
彼
地
ニ
埋
葬
ス
。

い
く
ば
く

時
ニ
歳
六
十
一
。

觀
譽
附
弟
當
寺
十
六
世

願
譽
玄
舟

●
人
物

○
觀
譽
上
人

観
音
寺
に
立
つ
「
観
音
寺
歴
代
上
人
」
碑
に
「
十
四
世

玅
蓮
社
観
誉
上
人
聖
阿
智
道
察

冏
老
和
尚

明
治
二
巳
年
六
月
廿
三
日
寂
」
と
あ
る
。
碑
文
中
に
も
触
れ
て
い
る
、
現
伊
奈
町
小
室
願
成
寺

墓
地
に
立
つ
歴
代
住
職
の
「
墓
碑
」
に
「
二
十
三
代
玅
蓮
社
觀
誉
上
人
聖
阿
智
道
察
冏
大
和
尚
」
と
あ
る
。

○
願
譽
玄
舟

観
音
寺
に
立
つ
「
観
音
寺
歴
代
上
人
」
碑
に
「
十
六
世

誓
蓮
社
願
誉
上
人
讃
阿
乗
恵
玄

舟
和
尚

明
治
卅
年
九
月

南
埼
玉
郡
大
泊
安
国
寺
へ
埋
葬
ス

」
と
あ
る
。
現
越
谷
市
大
泊
安
国
寺
の
「
安
国

寺
歴
代
住
職
之
墓
碑
」
に
、「
二
八
世

願
誉
玄
舟
和
尚

大
正
三
年
九
月
二
十
日
寂
」
と
あ
る
。
ま
た
、

本
観
音
寺
に
「
誓
蓮
社
願
譽
上
人
讃
阿
惠
乘
玄
舟
老
和
尚
」
の
題
を
持
つ
、
玄
舟
の
寿
蔵
碑
が
あ
り
、
そ

の
事
跡
に
つ
い
て
詳
細
に
し
る
し
て
い
る
。

●
注

○
西
京

京
都
の
異
称
。

○
天
保
八
丁
酉

一
八
三
七
年
。
徳
川
家
斉
の
末
年
。

○
慶
應
二
丙
寅

一
八
六
六
年
。
徳
川
家
茂
の
末
年
。

○
小
室
願
生
寺

現
伊
奈
町
小
室
の
願
成
寺
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
願
成
寺
墓
地
に
立
つ
、
歴
代
住
職
の
「
墓

碑
」
に
「
二
十
三
代
玅
蓮
社
觀
誉
上
人
聖
阿
智
道
察
冏
大
和
尚
」
の
名
が
あ
る
。

○
幾
何

ま
も
な
く
。

○
明
治
二
己
巳

一
八
六
九
年
。
享
年
六
十
一
と
あ
れ
ば
、
生
年
は
文
化
六
（
一
八
○
九
）
年
。

●
口
語
訳

観
誉
上
人
は
、
京
都
の
出
身
で
あ
る
。

天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
に
、
当
観
音
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。

三
十
年
あ
ま
り
つ
と
め
、
十
四
世
と
称
し
た
。

の
ち
、
慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
に
、
事
情
に
よ
り
伊
奈
小
室
の
願
成
寺
に
転
じ
て
住
職
と
な
り
、
二
十

三
世
と
称
し
た
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
二
十
三
日
、
死
去
し
、
願
成
寺
に
埋
葬
さ

れ
た
。

時
に
歳
六
十
一
で
あ
っ
た
。

観
誉
の
弟
子
で
当
観
音
寺
の
十
六
世
で
あ
る
願
誉
玄
舟
が
記
す
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
一
五
四

足
立
郡
之
二
十

植
田
谷
領
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◎
宿
村
：
寺
院

○
觀
音
寺

「
寺
領
八
石
の
御
朱
印
を
賜
は
れ
り
、
浄
土
宗
、
鴻
巣
勝
願
寺
の
末
、
開
山
の
僧
を
玉
念
と
云
、
寂
年
は

詳
な
ら
ず
、
本
尊
三
尊
彌
陀
を
安
ぜ
り
、
行
基
の
作
と
云
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
巻
之
十
二

◎
宿
村
：
仏
寺

○
觀
音
寺

「
縱
四
十
六
間
横
廿
五
間
面
積
千
百
六
十
八
坪
村
の
北
方
に
あ
り
淨
土
宗
本
郡
鴻
巣
宿
勝
願
寺
末
派
な
り
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集

上
』（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
）

以
上

二
○
二
四
年
一
月

薄
井
俊
二
訳
す


